


場內 の 樹木阚 の一部

材質改 良硏究 呈





目 

次

1

位 

置.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一
 

2

目 

的.
.
.

一
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一

3

沿
革
及
組
織.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

.
 

一

4

氣

象

の

狀

況
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

二

5

地
質
及
び
地
勢.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

.

6

樹 

木 

園.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

四

7

鑑
定
並
指
爵
事
項.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

五 

8

硏
究
室
の
槪
耍.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

..

.

.

.

.

.

.

み 

9

試
驗
硏
究
成
績.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

<



試

驗

場

槪

・

要

 

林

業

試

驗

場

淺

川

支

場

位 

置

林
業
試
驗
場
淺
川
支
揚
は
都
心
よ
り
西
へ
僅
か
五
〇
籽
に
過
ぎ
な
い
交
通
至
便
な
綠
濃
い
ー
丘
陵
の
中
腹
に
位
し
、
そ
の
地
籍
は
東
京
都 

南
多
睡
郡
横
山
村
大
字
下
長
房
廿
里
に
屬
し
て
居
る
。(

自
饰
宿
驟
至
淺
川
驟
所
要
時
間
一
時
間
、
 

自
淺
川
驟
至
支
場
徒
步
五
分
間)

背
後
に 

ア
カ
マ
シ
・
モ
ミ
・
ヒ
ノ
キ
等
の
天
然
針
葉
樹
林
を
負
ひ
冬
季
の
寒
風
を
防
ぎ
、
束
は
多
摩
陵
に
隣
接
し
西
に.
靈
山
高
尾
の
山
頂
を
仰
ぎ
眼 

下
に
淺
川
の
淸
流
を
望
ん
で
夏
は
冷
風
、
 

新
綠
の
香
に
秋
は
紅
葉
の
錦
に
包
ま
れ
眺
望
轄
然
と
し
て
武
藏
野
を-

峰
の
中
に
聚
め
得
る
雄
大 

の
地
で
あ
る
。

目 

的

當
支
場
は
本
州
中
部
關
束
地
區
に
於
け
る
林
業
の
地
方
的
な
特
殊
問
題
並
に
林
業
全
般
の
科
學
技
術
に
關
す
る
應
用
硏
究
、
即
ち
立
地
環 

坂
、
育
種
、
育
苗
史
新
・
害
虫
、
害
菌
の
驅
除
豫
防
方
法
及
び
木
材
の
理
化
學
的
性
質
と
林
庶
物
の
利
用
等
專
ら
實
地&

主
と
し
た
試
驗
硏 

究
を
な
す
こ
と
共
に
そ
の
指
導
普
及
を
行
ひ
併
せ
て
國
民
に
愛
林
思
想
の
徹
底
を
計
る
を
以
て
目
的
と
す
る
。

沿
革
及
組
織
の
槪
要

當
支
場
は
元
帝
室
林
野
局
東
京
林
業
試
驗
場
と
稱
し
莒
內
省
に
所
屬
し
て
居
た
が
戰
後
御
料
林
の
國
冇
移
管
に
伴
ひ
農
林
省
林
業
試
驗
場 

支
場
と
な
っ
た
。

そ
の
沿
革
の
槪
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
大
正 
+
 

年
二
月
十
六
日
帝
室
林
野
局
林
業
試
驗
場
の
設
置
と
附
屬
地
と
し
て
小
佛
事
業
區
が
指
定
さ
れ
帝
室
林
野
局
業
務

一



二

課
長
技
師
和
田
國
次
郞
埸
長
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

一

大

正

十

年

十

月

七

日 

千
葉
縣
君
津
郡
戶
崎
、
法
木
、
鬼
泪

111
御
料
地
を
附
風
地
と
し
て
追
加
指
定
さ
れ
る
。

ー
、
大

正

十

一

年

七

月

B

東
京
都
日
野
並
に
喜
多
見
御
料
地
が
附
帰
地
と
し
て
追
加
指
定
さ
れ
る
。

ー
、
大
正
十

年
十
一 H

十
一
日

開
應
只
を
舉
ぐ
。

一

大

正

十

三

年

四

月

九

日
帝
室
林
野
届
東
京
支
局
長
技
師
佐
々
木
和
策
場
長
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

ー
、
大
正
十
四
年
十
二
月
十
九
日

帝
室
林
野
局
技
師
中
村
賢
一
郞
埸
長
心
得
昭
和
三
年
十
二
月
場
長
を
命
ぜ
ら
れ
るC

一
、
昭

和

十

五

年

一

月

帝
室
林
野
用
北
海
道
林
業
試
驗
場
の
創
設
に
伴
ひ
帝
室
林
野
局
東
京
林
業
試
驗
場
と
改
め
ら
れ

る
。

一

昭
和
十
六
年
十
一
月
二

1-
八
日

帝
室
林
野
局
技

l;lli
長
谷
川
孝
三
場
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

ー
、
昭
和
二
十
二
年
四
月

日 

林
政
統
一
に
伴
ひ
林
業
試
驗
場
淺
川
支
揚
と
改
め
ら
れ
廿
里
國
有
林
約
五
十
町
步
を
附
風
地
と
し

て
指
定
さ
れ
る
。

ー
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日

淺
川
支
場
は
東
京
、
前
橋
、
名
古
屋
、
長
野
叫
替
林
局
と
直
結
し
て
國
有
林
の
試
驗
硏
究
機
關
た

る
役
割
を
持
つ
こ
と
に
な
つ
た
。

氣

象

の

狀

況

當
氣
象
觀
測
所
は
大
正
十
二
年
設
立
さ
れ
共
の
位K

は
北
練
三
十
五
度
三
十
九
分
東
經
百
三
十
九
度
十
七
分
海
拔
一
八
三,

四
九
米
で
あ 

る
。
當
所
の
昭
和
廿
三
年(

除
く
-||-
、
廿
一
年
度)

迄
の
觀
測
値
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

亙％

風甲

速均 七

日 
平 
均

氣

溫

す

き％

風最

速大
風 X

上

並毎

平
均日

wS
風赦

向大 2
皿"

な

六

合日

計震 土

較平

差均

■

蒸平
总發 柔
斐址均 日

高

極

九 

〇

快

晴 く-)m

低

極

美 
皿 
人

勇

天

H H
平 
均

濕

度うSL
会

霜

數 三

最

少

cz>
雪

六、

年總 
合 
叶ほ

降

水

三Z"' 
于耗 七—

日能

信大

• 心

So 0
丘族

〇
福日 

星歡

之
れ
を
東
京
都(

中
央
氣
条
臺)

の
其
れ
と
、
比
較
す
る
と
氣
溫
に
於
て
は
常
に
攝
氏
一
度
位
ひ
低
く
。
濕
度
は
«■>
々
高
い
。
年
降
水
量 

に
於
て
は
二
〇
〇
耗
位
多
い
。
最
多
風
向
は
西
と
平
均
風
速
の
弱
い
等
は
山
岳
森
林
及
び
局
地
の
影
響
と
考
へ
ら
れ
る
。

地

質

及

び

地

勢

當
支
場
附
近
の
地
質
の
槪
安
を
觀
る
と
悉
く
水
成
岩
で
あ
っ
て
、
槪
ね
小
佛B

に
屬
す
る
も
の
で
地
質
厚h

有
名
な
小
佛
居
は
小
佛
山
脈 

の
山
骨
を
な
し
て
共
の
岩
藤
は
北
西
よ
り
東
南
に
亘
り
方
形
に
割
し
て
、
北
は
秩
父
古
生
屈
に
接
し
、
南
は
相
模
の
南
部
に
及
ん
で
居
る
が
、
 

津
久
井
郡
方
面
に
於
て
は
第
三
紀
府
に
よ
っ
て
被
扱
さ
れ
て
い
る
。
而
し
て
該/
5-
を
構
成
す
る
岩
石
は
粘
板
岩
及
び
硬
砂
岩
の
二
種
類
に
し 

て
互
ひ
に
異
暦
し
、
粘
板
岩
の
抵
は
常
に
硬
砂
岩
に
數
倍
し
て
い
る
が
、
當
場
を
若
干
離
れ
た
小
佛
附
近
に
於
て
は
粘
板
岩
の
露
出
多
く
硬 

砂
岩
が
極
め
て
少
或
介
在
す
る
。

粘
板
岩
は
黑
色
を
帶
び
岩
質
を
抱
き
薄
片
に
剝
落
す
る
性
質
を
有
す
る
白
色
石
灰

(7)
脈
絡
を
通
す
る
事
が
多
い
。

三



四 

硬
砂
岩
は
共
の
組
縦
細
粒
若
く
は
、
中
粒
で
あ
っ
て
灰
綠
色
を
帶
び
硅
質
に
富
み
硬
密
に
し
て
、
往
々
硅
岩
に
變
じ
た
も
の
を
見
る
こ
と 

が
あ
る
。
小
佛
届
は
地
質
學
上
相
當
問
題
視
さ
れ
て
い
る>

で
あ
っ
て
、
時
代
に
つ
い
て
は
小
佛
古
生
將
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
陷
群
で
あ
っ 

た
が
、
最
近
は
古
生
代

U)
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
く
な
り
今
だ
に
種
々
な
說
が
あ
っ
て
明
ら
か
で
な
い
。 

地
勢
は
槪
し
て
丘
陵
地
で
あ
っ
て
險

1:11
地
は
少
な
く
、
附
近
の
土
性
は
址
土
及
び
雑
域
土
が
多
く
一
部
壤
土
・
址
壞
土
が
川
添
へ
に
出
現 

し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

樹 

木 

園

槌
木
園
の
地
域
が
多
座
陵
域
に
編
入
さ
れ
た
の
で
昭
和
二
年
春
、
試
驗
埸
廳
舍
上
よ
り
爲
摩
岡
城
熨
に
至
る
山
腹
を
選
び
、
莓
樹
木
園
の 

樹
木
を
移
植
し
た
も
の
で
現
在
は
第
一
、
第
二
、
第
三
に
分
た
れ
內
國
產
樹
種
と
し
て
は
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
・
ト
ド
マ
ツ
・
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
、
 

ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
テ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
、
ネ
ズ
コ
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
、
ノ
グ
ル
ミ
、
シ
ナ
ノ
キ
、

ハ
ナ
ノ
キ
、

マ
メ 

•
ザ
ク
ラ
等
三
百
餘
種
に
及
び
外
國
樹
種
と
し
て
は
、
セ
コ
イ
ヤ
、
セ
ン
ペ
ル
ビ
レ
ン
ス
、
ク
プ
レ
ス
、
ペ
ン
タ
ー
ー
ー
、
オ
レ
ゴ
ン
バ
イ
ン
、
 

カ
ナ
ダ
ツ
ガ
、
リ
ギ
ダ
マ
ッ
、
 

テ
ー
ダ
マ
ツ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ゴ
ヨ
ウ
、
ダ
イ
オ
ウ
シ
ョ
ウ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
ー
ダ
—
做
洲
ト
ウ
ヒ
、
歐
洲
ア
カ
マ 

ッ
、
歐
洲
モ
ミ
、
ピ
ン
す
—
ク
、T

メ
リ
カ
フ
ウ
、
ア
メ
リ
カ
ト
ネ
リ
コ
等
數
種
に
及
び
创
設
後
二
十
數
年
を
經
た
の
で
各
樹
種
共
種
頰
特 

有
の
樹
容
を
顯
し
、
旣
に
清
果
し
交
配
試
驗
等
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

又
樹
木
園
の
一
部
及
構
内
に
六
十
有
餘
品
林
の
サ
ク
ラ
、
ツ

、
ジ
を
植
栽
し
花
時
人
目
を
引
い
て
い
る
。 

更
に
樹
木
の
生
長
と
更
新
に
關
係
深
き
草
籠
苔
麴
に
至
る
迄
、
よ
く
保
仔
管
理
し
生
物
學
及
び
林
業
上
參
考
に
供
す
ろ
樣
心
が
け
て
居
る
。 

尙
上
記
樹
木
園
の
他
に
卄
里
一
國
冇
林
地
に
次
の
如
き
胃
を
約
一
反
步
宛
植
栽
し
て
各
林
木
の
單
純
林
の
形
態
备
察
し
‘
旦•

つ
之
が
士
・
壤 

亿
對
す
る
影
鸯
等
を
調
査
ー
す
る
の
に
便
な
ら
し
め
て
あ
る
。

主
な
見
本
林
樹®

は
、
ホ
、
ノ
キ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
キ
ハ
ダ
、
ク
リ
、
ケ
ヤ
キ
、
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
、
黄
金
樹
‘
ク
ス
ギ
、
大
島 

桑
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

エ
ン
ジ
ュ
、
カ
シ
ハ
、
カ
ツ
ラ
、
マ
カ
ン
バ
、

シ
ラ
カ
シ;

タ
ヤ
カ
へ
デ
、
ヌ
ル
デ
、

ハ
リ
ギ
リ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
 

卜 

チ
ノ
キ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ク
ス
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
、
モ
ミ
、
北
山
蘇
杉
、
タ
ウ
ヒ
、
ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
テ
ウ
セ
ン
マ
ッ
、
落
羽
松(

ヌ
マ 

え
ギ»

、巾
國
海
岸
公
、

二
ホ
イ
ヒ
バ
、
歐
洲
ア
カ
マ
ツ
、
セ
ン
ペ
ル
セ
コ
イ
ヤ
、
テ
ィ
ダ
マ
ッ
、

ハ
ン
テ
ン
ボ
ク
等
で
あ
る
。
 

更
に
當
地
帶
の
天
然
林
は
此
の
地
特
有
な
モ
ミ
を
主
林
木
と
し
、
峯

ilii
り
に.,

カ
マ
ッ
を
交
ゆ
る
林
相
を
呈
し
、
植
物
帶
上
の
付
置
は
恰 

も
暖
帶
林
よ
り
溫
帶
林
に
推
梭
す
る
接
觸
地̂

に
位
し
、
植
物
樹
木
の
種
類
が
燃
雷
な
る
こ
と
は
近
郊
稀
で
珍

&R
稀
品
多
く
林
咪
上
业
に
植 

物
分
布
上
幾
多
の
價
値
が
あ
る
。

鑑
定
並
指
導
事
項

當
支
揚
に
於
て
森
林
經
營
の
た
め
直
接
必
要
な
硏
究
を
す
る
外
、
蓉
林
届
署
並
に
一
般
林
業
關
係
機
關
の
要
請
に
依
り
鑑
定
其
の
他
に
協 

力
し
て
居
る
主
な
る
巩
項
は
凡
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

〇
林
木
種
子
の
鑑
・
定
並
に
貯
藏
法
に
圖
す
る
指
縛

• 

〇
育
苗
に
關
す
る
指
導

〇
植
物
分
類
の
指
琉

〇
植
生
に
關
す
る
指
導

〇
不
良
造
林
地
改
良
に
關
す
る
指
綽

〇
イ
ザ
リ
ャ
コ
ガ
ネ
菌
其
他
效
種
の
天
敵
菌
の
實
旋
順
用
に
關
す
る
指
導

〇
野
鼠
の
驅
除
に
關
す
る
指
舞

五
・



〇
森
林
病
密
の

is
定
並
に
驅
除
域
跡
に
關
す
る
指
導 

〇
松
喰
虫
共
他
森
林
舍
虫
の
鑑
定
並
に
耍
除
應
防
に
題
す
る
指
円 

〇
根
瘤
菌
瘠
化
梢
練
旧
の
配
布
並
に
其
の
指
場 

c

:ffi
林
火
從
警
防
に
關
す
る
指
邰

。
築
憲
及
製
炭
に

Ka
す
る
指

«1
並
に
炭
質
の
鑑
定 

〇
木
材
乾
溜
と
淹
物
利
用
に
關
す
る
指
専 

〇
合
板
及
綴
維.
根
に
關
す
る
指
尊
並
ー
に
材
質
の
檢
定 

〇
筒
劾
乾
燥
法
に
關
す
る
指
専 

〇
其
他
當
場
で
考
案
し
た
も
の
に
關
す
る
指
専

硏

究

室

の

槪

要

—
種

子

併

究

宝
 

研

究

事

項
 

2

盲

林

硏

究

室
 

研

究

事

項
 

8

依

象

研

究

室
 

硏

究

昭

項
 

4
 
土

壤

硏

究

室

室
長
小
山
良
之
助 

副
岩

HI
善
三 

林
木
種
子
の
結
實
、
採
取
、
精
選
・
旳
磚
發
ヰ
鎰
定
辱 

室
姫
草
下

n£
夫 

副
野

K(
.!n
太 

育
钺
、
育
苗
、
更
新
・
据
育,

诲
林
生
應
等 

室
長
井
上 

桂 

副
辫
藤
幹
夫 

微
氣
魚
更
新
環
垣
、
科
虫
咨
發
生
環
境
、
山
火
が
、
風
と
謀
林 

室
長
中
・•
兀
六
场 

制
木
村
八
郞

ハ

研

究

郡

項
 

•
冨

客

硏

究

至
 

硏

突

小

項

G

樹

癌

研

究

室
 

硏

究

再

項
 

7

天

敵

菌

研

究

室
 

硏

究

蛍

項

林

JIB
改
良
、
拙
林
補
助
木
、
非

S-X
机
曲
水
の
根
榊
曲
・
土
埃
微
生
物

室R

中
好
博
正

癖
林
,.'？
虫
の
分
制
と
生
態
、
 

夭
疎
昆
虫
類
の
儉
索
と
蛤
瓶
林
内•
功
獸
初
の
生
熊
、
城
に
野
為
類
の
拊 

殖室
長
野
摩S

!

太

苗
畑
及
林
地
の
ー
股
痛
密
の
檢
索
、
 

罹
仍
經
路
、
拮
诚
苗
、
藥
削
に
よ
る
防
除

室
長U

谷
川
孝
三 

副
小
山
良
之
助

森
林
害
虫
、
野
馭
、 

野
鬼
等
の
天̂

絹
原
頂
の
检
索
、 

培
養
及
之
が
實
砸
應
用

、
材

質

改•
艮
師
究
室 

研

究

車

項

室
艮
堀
岡
邦
典 

帝
兩
倉
朝
三

木
材
の
酎
温
盅
理
法
・
木
材
簡
易
乾
爍
、
木
材
耕
久
性
向
上
法
、
合
板
並
に
接
清
劑

。
人

工

材

節

沉

宅
 

硏

究

事

項
 

10
木

材

化

聲

研

究

栄

室
長
村

H1
藤
摘

人
工
材•

木
村
尋
の
理
招
的
性
質 

室
長
立
木
勝
蔵 

副
安
江
保
民

硏

究

爭

項
 

11
炭

化

硏

究

室

研

究

那

項

木
村
組
成
分
、
・
ハ
ル
プ
、
紙
の
製
法
及
び
品
質
の
向
上
・
パ
ル
プ
疫
液
及
び
林
産.
剧
產
物
の
利
用 

室
長
三
宅 

功 

副
杉
沛
敏
治

木
材
の
炭
化
、
炭
化
生
産
物
の
利
用

12
生

理

化

學

實

险

宇

宝
長
立
木
勝
藏 

制
大
久
保
良
治

七



研

究

專

項
 

18
調 

査 

完 

14
國

有

財

産

管

理
 

15
庶

務

•

會

計 

LG
用 

度 

試 

驗 

地 

1

白

河

試

啜

地
 

2

實

川

試

驗

地
 

3

小

根

山

試

驗

地
 

4

借

村

田

綜

合

試

唸

地 

二
ハ
曾
林
地
改
良
試
驗
地 

."

金
子
村
天
然

yl
新
試
金
地

樹
木
の
價
養
と
生
成
物
の
關
係•

旅
徐
藥
削 

室&

草

下
.

IE
夫 

副
田
爲
彿
三 

附
朝

1¢
雄
斧
主
任(

北
他
に®

せ
さ
る
も
の) 

萩
原
席
ス

主
任
ffl
中

樂

次

主
任
松
岡
獸
道

(

眼
烏
黑
白
河
町)
 

主
任
井
上 

桂

現
加
:-K

任
熊
谷
撤
之
助 

(

水
上
涌
林
署
ザ
內
藤
原
小
業
所)

主
任
木
暮 

保
(

的
権
皆
林
耕)

現
独T

任
永
見
鄕
康

(

前
橋
苗
林
・
小
根
山
圖
仃
林)

(

岩
村

III
花
林
・
曾
內
淺
間
阀
有
林)

(

岡
綺
読
林
希
松
內
八
曾
网
有
林)

(

妃
京
都
西
多
求
郡
破
村- 

(

埼
玉W

入
111!
邪
佥
子
村)

主
任
中
元
六
雄 

主
任
中
元
六
雄 

主
任
木
村
八
郞 

主
任
草
下
正
夫

試

驗

硏

究

成

績

當
支
揚

WJ
股
以
來
觥
乡
の
詞
淼
硏
宛
セ
行
ひ
共
の
宅
な
る
成
植
は
あ
ら
ゆ
る
機

IfM
を
通
じ
て
其
の
都
席
發
表
し
て
い
る
。

’マ
の
弟
施
應
用
せ
ら
れ
て
い
る
・
二
卷
修
及
ん
で
い
る
。
因
攝
磚
物
及
び
他
の
機
關
誌
な
ど
を
介
し
て
發
表
し
た
も
の
は
槪 

ね
次
の
通
り
で
あ
る
。

九

1

硏

究

報

吿
 

發
表
年
度 

队

驗

研

究

項

目 

大

正

十

四

年

饗

に

よ

る

林

木

學

驚

半

鑑

定

法 

林

業

試

籍

吿

ー

卷

ー
號
・

同 同 I司 同 同 同E >! 昭・}

和 H

年4

:同 同同

十 九 八 七 同 ft I S

年 年 年 年 年!年

匕 ヒ§
/ }
・ I

■ 4

同 同 同 同 同 同 同 同同 同同

I 

沖

同

食

同

萩

I 
號

同

六 
戒

同

ft
號

同

叫 
微

ズ同 同同



6

昭

和

卜

年 

同
ト
ニ
年 

同

十

叫

年 

同
十
六
年 

同
卜
七
年 

同
十
八
年

ス
ギ
人
工
林
土
坡
骸
度.
Ik
び
に
帰
票
飽
和
度
に
就
て 

ポ

苍

虫
カW

源
に
r!!l
-ro

.'ll
充
.'

t;
ぴ・
l.
lt
の
あ
川
fn
in 

徒
の
榮
あ
粘
殺,

我
に
fill
製"

末
«■
却
»;
冗
て 

落
集
に
關
す
る
ニ
、
ー
ー
・
の
硏
究 

襟
林
席
虫
の
生
物
學
的
團
除
特
に
虫
寄
生
病
帆
悶
應
用
に
關
す
る
硏
究 

パ
ル
プ
の
腐
敗

>c
閭
す
る
硏
究 

林
木
楝
子
の
活
力
に
闢
す
る

n'
驗
的
硏
究

試/

場
報
吿
三
後
二
號 

同 

同

三

號
 

同 

同

四

號 

同 

四
卷
一
就 

同 

同

二

號 

同 

M

三
號

2

若

S-
用

出

1-5
物

奔
林
病
虫
侈
關
般
痛
帯
歸

ー
號(

昭
、 

一
三)

一
一
號(

昭
、

一

巴

三

號(

昭
‘

ー
?|:)

四

號(

昭
、

一
七)

五
號(

昭
、

ー
九»

昆

虫

網

一

戦(

昭
、

ー
ー)

二

號(

昭
・
ー
ニ)

3

業

務

資

料

昭

和

ト

ニ

年

荣

務

試

料

第
一
號

湖
舟
收
達
木
材
パ
ル
プ
製
造
法
に
就
て

同

十

三

年

同
 

同

同
 

同 

同

同
 

同 

同

同
 

何 

同

-
1-
六

绰

同 

同

间
 

同

同

二

唬

is
元
法
稲-
f-
還
定
紙
使
用
法

同
三
號 

マ
ッ
ケ
ム
シ
の
病
源
體
と
共
の
應
用
的
價
仙
に
就
て 

同
四
號
侬
刼
枯
殺
用
創
酸
粉
末
合
削
の
調
製
法
と
共
の
効
果 

同/L
焼
製
汕
の
採
集
に
就
き
て 

同
六
號 

病
源
招
應
用
コ
ガ
ネ
ム
シ
翳
除
法 

同
七
號 

被
吿
微
候
に
塞
く
诲
林
病
虫
告
の
諏
別
法

同

同
 

森
森
林
瓷
源
愛
護0

附
、
商
足
山
國
右
林
地
附
近
のA

木
ffi
物 

4

他
の
機
関
誌
を
か
り
て
發
表
し
た
も
の 

發
表
年
度 

試
唸
硏
究
項
目 

・
 

大

IE
十
四
平
木
材
の
牧
縮
膨
娠
祉
験 

同 

種-
5-
の
数
«•
單
位
改

IE 

昭
佝
三
年
ヒ
ノ
キ
成
艮
試
驗 

同 

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
生
長
休
出
初
間
に
於
け
る
伐
採
と
剝
皮
試
驗 

同 

林
木
玻
子
肝
蔵
中®

察
し
た
る•

一
三
の
徽
生
物
に
就
い
て 

同
四
年
移
動
式
丽
命
推
索
述
材
披 

同

同
 

朋
下
植
彪
弑
阪 

同

五

年

森

林

火

災

終

崔

施

没 

M
 

じ
ノ
キ

IH
木
の
我
喪
試
驗 

同

六

年

樹

葉

in:
が
年
輪
海
度
に
及
ぼ
す
彫'S
 

問

七

年

ヒ

ノ

キ

天

然

更

新

試

驗 

同
八
年
太
陽
日
射
の
尊
出
圖
の
作
成 

冏 

岡
• 

木
曾
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
セ
壤

fft
淀
に
關
す
る
制
査 

岡

九

年

林

子

捕

選

法

發
表
德
名

林

學

含

誌
 

同御

料

林
 

同林

學

會

誌
 

卻

料

林
 

同同同林

學

會

誌
 

御

料

林
 

岡同同

二
十
七

三
十
ー二七

十
卷
八
號

十
五

十
ー

二
十
ー

二
十
五 

十
三
卷
六
號

四
十
五

六
十
ー

六
十
六

七
十
二・



年

昭
和
九

同

七
・
r

四

同

七
—
丸

同

床
容
代
用
題
即
式
根
切
器
の
お
案

同

同

六
い
ハ

還
元
法
飾-
F-
鑑
定
紙
の
考
案

同

林

誌

學

倉

十
六
卷
ー
號

同

」
六
卷
二
號

同

同

- *

年

卻

林

同

料

九
卜

同

林

學

會

諾
R

七
卷
十
一
號

十
一
年

御

料

林

九
十
三

同

J-

九
十
五

株

學

會

翠

司

十
八
卷

W.
號

同

十
二
年

種
子
の
藥
削
貯
蔵
波
攻

同

十
九
卷
四
號

同

林

fll

料

百
二
ド
六

同

百

十

九

Iff
徑
溯
足
成
長
パ
ン
ド
の
游
案

同

同

百
二
十
三

十
三
年

當
局
苗
网
に
於
け
る
ル
ー
ピ
ン
の
敕
培
波
績

同

同

W

十
九

安
作
間
の
ヒ
ノ
キ
育
苗
に
就
て

同

同

百
二
十
二

同

松
頫
の
綁
虫
マ
ッ
ノ
淨
ハ
・
ハ
チ
に
關
す
る
辨
究 

造
林
不
成̂

の
改R

//
法
の
硏
気

移
動

it
简
貼
雙
材
機
の
や
案 

ス
ギ
宙
の
耐
基
性
に
關
す
る
謝
玄

171
別
訟
把
ル
—
ピ
ン
我
増
せ
驗

摘
皮
に
的
す
る
硏
貌

U
 

ノ
キ
苗
木
の
リ
ゾ
ク
ト
ニ
ャ
餌

It
關
す
ろ

wr
宛

若
竹
膨
川
風
例
木
引
起
期
合 

徙

In
枯
殺
闵
の
創
製

木
村
の
週
瑾

IC
關
す
る
澗
査

U

ノ
キ
サ
ハ
ラ
材
の
解
剖
學
的
調
査

同

H

二

-1-
亠
ハ

澈
時F

の
造
林
地
風
倒
木
引
起
し
事
業
に
若
竹
の
應
用

同

昭
和
十
四
年

苗

廁

施

肥

試

驗

间

JU

同

百
三
十
ー

同

苗
木
の
乾
煉
が
话
若
生
嵌
に
及
ぼ
す
彫
響

同

粘

油

採

取

試

瞼

林
學
會
籍
演
集

同

削
製
毒
飼
に
よ
る
野
见
防
衛

同

甫

ハ
ラ
ア
カ
マ
イ
マ
イ
の
墜
除
に
攻
角
龍
の
應
川

林

百
四
十
ー
ーr

昭
和
十K

年

同

同

同

同

百

四

十

同

根
切
虫
驯
除
に
イ
サ
リ
ヤ
蘭
の®

用

同

百
四
十
叫

同

造
林
地
下
刈
功
程
調
あ

同

百
五
十
三

昭
和
十
六
年

百
五
十
七

防
火
線
並
・
林
內
空
地
利
用
試
驗

同

同

百
五
十
九

被
密
徵
候
に
塞
く
森
林
病
虫
緝6

讖
別
法

同

同

林
學
會
綃
演®

ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
の
形
質
と
械
栽
密
度
及
混
植
と
の
關
係

同

百
五
十
八
・

ル
—
ピ
ン
の
病
虫
害
に
就
い
て

同

落
葉
性
詡
槃
の
窒
素
及
灰
分
策
の
季
節
的
變
化

同

百
六
卜
四

昭
和
十
七
年

御

釦

卻

料

林

マ
ッ
ケ
ム
シ
の
據

IX
徴
粒
子
病
菌
の
應
用 

マ
ッ
シ
ュ
ル
—
ム
に
依
る
推
肥
の
肥
効
性
増
進
法

育
苗
と
施
肥
の
巧
拙U

つ
い
て 

木
米
繼
放
熱
利
用
瓦
斯
用
木
炭
製
造
注

百
三
十
四 

自
百
三
十
一
號 

至
百
三
十
四
號

百
三
十
八



昭

和

十

七

年

注:
1?
す
べ
き
野
飛
病

同 

ヒ
ノ
キ
|?|
木
の
駐
害
數
策 

同 

强
化
木一

5

肝
村
の
理
化
琛
的
布
究(

强
化
木
紙

H-
材
の
磨
擦
に
就
い
て)

第
一
慄 

同 

同 

(

强
化
木
積
滑
村
の
腐
朽
性

IC
就
い
て)

あ
二
報 

昭
和
十
八
年 

林
大
の
一
二
遺
傳
メ
玲
に
就
い
て 

同 

竹
禅
化
初
練
に
關
す
る
會
究

同 

林
木
祯
子
の
貯
斂/J
法,

特
に
新
規
察
の
藥
捌
貯
載
に
就
い
て 

同 

サ
ハ
ラ
ヒ
ノ
キ
交
鰻
の
基
梅
的
研％
 

同 

木
村
和?X

油
製

i2i
法
の
郭
過 

同 

枝
携
伏
込
の
効
果
に
就
い
て 

同 

强
化
木
黄
盾
材
の
理
化
學
的
硏
究(
あ
化
木
敍
騒
材
の
濕
潤
現
段
に
就
い
て)

弟
三
報 

同 

林
桀
努
働
科
學
硏
死 

昭
和
十
九
年 

林
木
の
ー
ニ
遺
傳
に
就
い
て 

同 

樹
度
利
川
に
關
す
る
析
究

M
 

竹
類
の
化
學
的
利
用
法«

竹
後
!!;1

よ
リ
フ
ル
フ
ラI

ス
及
即
殊
螺
椎
の
製
務

法
に
つ
い
て)

ー
四

薛

料

林
 

百
六
十
六 

同 

百
七
十
三 

H

本
林
學
會
二
四
卷
ト
ー
號 

M
 

二

VII
卷
十
二
號 

御

料

林
 

百
七
十
兀 

自

rl
八
十
四
——

至
百
八
十
六 

御

料

林
 

百
八
十
一

M
卸

料

林
 

燃
料
協
命
結 

林

學

右

誌
 

日
木
林
學
會 

林

學

fir
誌 

抑

料

林
 

林

學

會

誌
 

林

學

會

?J
八
十W
 

二
十./

1.
卷
卜
號 

f

三
番
二g

號 

二
五
卷
ト
ニ
號 

二
VL
卷

一

源 

二
六
卷
四
號

百
ハV

匕 

H

八
十
八 

二
六
卷
セ
號 

二
六
卷
十
號

同 

密
林
士
壊
微
生
物
に
闢
す
る
研
究(

繊

維

素

分

解

u-i
に
つ
い
て)

第
一
報 

同 

駐
化
木
析
騒
材
の
理
化
県
的
硏％
 
(

共

の

地

微

化

醐

的

硏

究)

第
四
報 

同 

同 

(

共
の
縮
光
並
にX
線
的
硏
究)

第
五
報 

同 

M
 

(

共
の
耐
火
性
に
就
い
て)

第
六
報 

H
 

同 

(

其
の
强
度
向
上
に
就
い
て)

第
七
崔 

。 

マ
ッ
力
レ
ハ
ツ
ガ
カ
レ
ハ
の
願
除
に
有
力
な
る
病
據

ffa
マ
ッ
ケ
ム
シ
ク
ケ
と 

F
 

其
の
應
用
に
就
い
て

同 

箍
性
强
き
野

JR
席
除
剤
に
就
い
て

昭
却
二
十
年
您
林
土
壇
徵
生
物
に
网
す
る
研
究

同

・
 

强
化
木
積«

村
の
理
攀
的
性
質(

加
楼
修
件
を
異
に
せ
る

f.'i
膺
村

の
强
度
に
就
い
て)

弟
八
報 

同 

同 

(

加
雁
條
件
を
呢
に
せ
る
强
化
木

の
强
度
に
就
い
て)

第
九
報 

同 

木
材4

質
改
良
化
に
關
す
る
塞
礎
的
針
葉
樹
材
碎
葉
樹
村の

注

入
法
に
よ
る
强
化
に
關
す
る
硏
究 

第
一
報

昭
・
切
一
十
一
年 

薄
板
使
用
木
竹
枪
稍
肝
材
に
關
す
る
硏
究 

同

:
 

酔B

接i
r
-

關
す
る
硏
究 

昭
和
一
十
一
年 

繊
維
素
キ
サ
ン
ト
ゲ
ン
酸W

達
接
着
削
に
關
す
る
硏
究

同 

二
六
卷
十
號 

同 

二
五
卷
四
號 

同 

,

同 

六
號 

同 

同 

十
號 

繊

維

伊

會

林

學

會

誌

三

八

卷

十

•■:
號 

同林

學

會

誌

二

六

卷

十

如

五

同

同 同

同
同

十

荻

1-4

同



昭
和
二
十
一
早 

繊
維
素
系
接
済
新
に
關
す
る
研
究 

同 

(

グ
リ
ュ
ー
酸
ソ
ー
ダ
に
就
い
て)

第
一
報 

同 

(

繊
維
索
キ
サ
ン
ト
ゲ
ン
酸
酉
堆
に
就
い
て)

第
二
報 

昭
和
二
士
ー
ー
年
木
酸
液
應
用
に
依
ろ
竹
添
解
療 

同 

液
の
フ
ル
フ
ラ
—
ル
利
用
に
就
い
て 

同 

木
筮
溜
油
よ
り
涂
料
の
製
法
に
就
い
て 

同 

フ
ル
フ
ラ
—
ル
よ
り
活
性
炭
素
の
生
成
に
就
い
て 

同 

锯
屑
使
用
可
塑
物
に
就
い
て
後
報 

同 

澱
粉
キ
サ
ン
ト
ゲ
ン
酸
餌
達
接
着
削
に
收
て 

同 

竹
働
化
埼
練
に
よ
る.
ハ
ル
プ
製
法
並
に
抄
紙
試
験
に
就
い
て 

同 

木
酸
液
應
用
に
よ
る
翌
綱
用
竹
綴
維
採
染
法
眇
に
張
度
試
股
に
就
い
て 

同 

木
酸
液
應
用
に
よ
る
竹
・
ハ
ル
プ
岐
法
並
抄
紙
試
驗
に
就
い
て 

同 

木
城
液
慰
用
に
よ
る
竹
蒸
解
艘
液
の
フ
ル
フ
ラ
ー
ル
利
用

JE
就
い
て 

M
 

ア
カ
マ
ツ
寄
生
穿
孔
虫
類
の
生
態
的
硏
究 

昭
和
二
十
叩
年
雜
草
に
依
る
苗
畑
地
力
の
刊
定
に
就
い
て 

同 

枝
萊
伏
込
の
効
果
に
つ
い
て 

同 

マ
ツ
ノ
キ
ク
ヒ
の
越
冬
と
防
除

日

本

林

學

會

三

十

卷

・

—
二
號 

日

本

林

學

會

三

十

卷

ー

ー

ニ

貌 

间的同日
本
林
學•

誌 

三
十
號 

同林

學

會

發

表

同同同同日

本

林

學

含

同同

同 同 岡 同 同 同

穿
孔
虫
類
に
よ
る
松
の
被
當
型

コ
ガ
ネ
ム
シ
の
生
豊
株
的
防
除
に
就
い
て 

苗
灿
に
於
け
る
針
葉
樹
普
の
立
枯
病
防
除
に
關
す
る
洛
究 

林
木
道
傳
に
胡
す
る
鉴
、
ヒ
ノ
キ
‘
サ
ク
ラ
の
第
二
代
器
に
於
け
る
硏
究 

播
合
板
の
接
滔
カ
向
上
研
究
に
就
い
て 

ヴ
ィ
ス
ヨ
—

ス
接
滑
削

同
fu同同日

本
木
材
加
工
技
術
曾 

二
四
ノ
ー

同

5

考

案

し

た

も
 

出
舗
年
度 

!3
昭

和

八

年
 

b

昭

和

八

年
 

"

・
昭
和
十
六
年 

b

昭
和
十
八
年 

la
昭
和
十
匕
年 

b

昭
和
二
十
年 

C

昭
和
二
十
三
年 

d

昭
和
二
十
三
年 

e

昭
和
二
十
年

の
特
許
又
は
出
願 

受

理

月
 

日 

昭
一O

四
・
四 

昭3

.

四
・

四 

昭
一
ハ•

八
・
一
六 

昭
二
〇

2.
〇
・
ニ
〇 

昭
一
九•

一•

四 

昭
二
〇
・
ー
〇
・
ニ
〇 

昭
二
三
・

九
・
九 

昭

一V

九
・

九 

昭
ニ
二•

八
・
一
三

特
弥
又

受

理
】
〇

三

三 

ー
〇
ニ
ー
四 

五
八
三
〇
三 

七
〇
五
三
三 

六
〇
九
六
一 

七
八
八
五
六

願
第
七
三
八
〇 

願
第
七
三
八
ー 

一
七
四
七
五
六

名 

»
 

植
物
林
子
の
活
力
檢
定
紙
・
 

種
子
活
力
檢
定
用
金M

欄?n

吸
券
檢
定
紙
に
劉
す
る
試
驗
紙 

天
敵
を
利
用
せ
る
寄
虫
験
除
倒
製
造
法 

天
敵
病

Kt
K?
を
利
用
せ
る
侍
虫
騙
除
用 

•
爵
應
用
竹
繊
維
伽
舒
法 

竹

繊

維

採

集

法
 

木
醋
パ
ル
プ
缓
造
法 

木
酬
液&

使
用
す
る
フ
ル
フ
ラ
—
ル
の
製
造
法 

活
性
炭
素
の
製
造
法

ー
匕



記 事 年 月 II

ー
ハ

f

盤
二
十
三
牛 

un
ila
和
十
七
年 

昭
和
一
十
二
千 

株 

産 

J:t
昭

和

卜

年
 

b

昭
印
十
一
年 

C

昭
和
十
七
年 

d

昭
利
十
七
年 

験
昭
和
十
五
年 

b

昭
(II
十
八
年 

C

昭
理
十
二
年 

U

略
和
二
十
一
年 

IL
沼
和
二
い
三
年 

V

昭
利
二
ト
四
年 

V

昭
和
ー 
一
十
四
年

昭
二
三
・
九
・
九 

昭
二
〇•

ー
ー.

ー
 

ヒ 

昭
ニ
ー-r

二•

二
八 

昭
ー 

ー
 

・
一C

•

・
ー
八 

昭
一
二•

九
・
二
州 

昭
一
八•

无
・
ー
ニ 

昭
一
ハ
・
五•

二 

昭
一
六•

九
・
三
〇 

昭
一
九
・
ー
ー
・
ニ
〇 

昭
ニ
ニ
・
一•

一
一 

昭
ニ
ー 
•

ー
〇
・
九 

昭
二
三•

九
・
二
九 

昭
二
四•

五
・
二 

出 

助 

中

ぢ 

苗
爛
廓
川
曲K

款
紙
採
取
法

願
弟
七
三
八
二

ー
匕
一
四
六
三

野

反

盗

除

剤

願
郊
ー
ー
八
三

溫

級

別

恒

湿

器

ー
ー
七
九
九
〇 

ー
ニ
ー
九
匕
二 

麒
弟
六
二
料
九 

願
第
六
二
四
八 

一
四
九
五
九
九 

ニ
ハ
ハ
六
一
ニ 

願
第
七
八
六
二 

一
七
六
〇
一
ハ 

願
第
七
八
三
〇 

實
融
・
姑
五
ー
四
一

簡
易
餌
達
パ
ル
プ

・
ハ
ル
プ
材
料
と
し
て
の
チ
ッ
プ
製
选
法 

W

達
バ
ル
プ
繊
液
の
處
理
法 

殺

K4
毅
虫
劑
製
造
法 

植
物
質
を
・
と
す
・
質
汕
製
造
法 

輕

質

油

岐

造

法
 

木
材
臨
溜
油
か
ら
塗
料
齧
法 

隙
母
睥
落
剛
裝
造
法 

澱
紛
キ
サ
ン
ト
グ
ン
酸
河
達
扱

ZS
拓
の
裂
法 

乾
燥
室
用
乾
泌
球
計
の
自
動
給
水
族
置 

木
村
中
の
・
ヘ
ン
ト
—
ザ
ン
を
利
用
す
る
特
殊
防
網
応
理
法

あ
既!

 R
•

卩

；•
：•

r:
哭
の,
JI
柄
の
逐
っ
た
も
の

W
 
一

記

號

で
C
:

：:

と
あ
る
は
一
つ
の
が
柄
に
關
腳
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。


